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僕はお好み焼きが食べられない

突然ですが、みなさんは食べ物の好き嫌いはある
でしょうか。私は関西出身のくせに、お好み焼きが
食べられません。大阪に住んでいてお好み焼きが食
べられないと、学校帰りに友人と食事に行っても、
みんながお好み焼きを焼いている隣でひとり焼きそ
ばを焼く羽目になるなど、いろいろと不具合が生じ
ます。どうしてこんなことになったのかというと、
明確な理由があります。
もともと、私は山芋アレルギーがあり、山芋を食
べると体調を崩してしまう体質でした。まだ小学生
のころ、母（関西の言葉ではオカン）が作ってくれ
た弁当に入っていたお好み焼きに山芋が入っていた
らしく、それを食べた私は強い吐き気に襲われまし

た。それ以来、お好み焼きが食べられなくなったと
いうわけです。厄介なことに、お好み焼きだけでな
くたこ焼きもダメになりました。いわゆる粉モンが
ダメになってしまったわけです。関西在住なのに。
もしかすると、みなさんも同じように「何か食べた
後に体調を崩した結果、その食べ物が嫌いになる」
という経験があるかもしれません。こうした経験を
持つ人は結構多いようです。

それって心理学ですよ

この「お好み焼きを食べて体調を崩した結果、お
好み焼きが嫌いになる」という現象は、私が専門と
する学習心理学においては味覚嫌悪学習と呼ばれて
います。味覚嫌悪学習の説明をする前に、学習心理
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液を流すようになる」というものですが、こうなっ
たイヌに今度は「ベルの音のあとにエサを与えない」
という経験をさせると、今度はベルの音を聞かせて
も唾液を出さなくなっていきます。これを古典的条
件づけの消去といいます。ならば、山芋の入ってい
ないお好み焼きを食べ続ければ、味覚嫌悪学習も消
去できるはずですし、実験的証拠もありました。こ
れはもう、試すしかありません。
ということで、「山芋の入っていないお好み焼き
を食べる苦行」が始まりました。山芋が入っていな
いとはいえ、全く好きではないものを食べるのは相
当に厳しい経験でした。最初のうちは匂いを嗅ぐだ
けでもダメ、食べても気分が悪くなる有様です。そ
れでも私は食べ続けました。歓迎会までのあいだ、
ほぼ毎日お好み焼きを食べ続けた結果、ついに私は
「お好み焼き嫌い」を克服し、関西人として大きな
一歩を踏み出したのです。

明後日をちょっといい方向に変えたい

私が専門とする学習心理学について、個人的経験
を通じて紹介してみました。専修大学人間科学部心
理学科の私の研究室では、食べ物の好き嫌いに限ら
ず、様々な学習について研究を行っています。「就
職活動の面接でうまく話すためにはどうすればいい
か」のように学生としては切実な問題もあれば、「恐
怖症の治療のための効果的な介入方法」といった臨
床的な問題もあります。馬術部に協力してもらって
ウマの学習能力を調べたこともありました。学習と
いう現象は、子どもから老人まで、人間だけでなく
他の動物たちでも生じる普遍的な現象です。研究対
象や扱う問題は多岐にわたり、いくらやっても飽き
ることはありません。
私は、学習という現象が大好きです。学習とは、
経験によって生じる行動の変化でした。つまり学習
心理学とは、自分の行動は変えていける、適切な環
境さえ設定してやれば、明日は無理でも明後日を変
えることはできるかもしれないという希望の学問で
す。もちろん、なんでも学習できるわけではありま
せんし、好ましくない学習が生じることもあります。
それでもなお、自分たちの行動をちょっといい方向
に変えていく手がかりを得られる学問だと信じて、
学生たちとともに研究を続けていきたいと思います。

学について紹介しましょう。私たちの日常的な言葉
遣いでは「学習」といえば「英語を学習する」とい
うように「勉強する」というイメージが強いかもし
れません。心理学において「学習」とは、「経験によっ
て生じる比較的永続的な行動の変化」と定義されて
います。つまり、「スポーツの練習という経験によっ
て今までできなかった技ができるようになる」も学
習ですし、「先生に怒られてつらい経験をした結果、
学校に行くのがイヤになる」も学習です。もちろん
「勉強して今まで解けなかった問題が解けるように
なる」というのも学習ですが、心理学における学習
は、勉強に留まらない広い適用範囲があります。私
たちの日常は、学習であふれていると言っていいで
しょう。
こう考えると、私がお好み焼きを食べられないのも
学習だということがわかると思います。「お好み焼きを
食べて体調を崩すという経験によって、それ以降お
好み焼きを食べなくなる」というのは、「経験によっ
て生じる比較的永続的な行動の変化」に合っていま
すよね。このように、「食物を食べた後に体調を崩し
た結果、その食物の味が嫌いになる」という現象を、
学習心理学では味覚嫌悪学習と呼び、人間だけでな
くさまざまな動物で研究が行われています。

だったら克服できるのでは？

食べ物を嫌いになる学習があるなら、好きになる
学習もあるだろう。好きにまでなれなくとも、普通
に食べられるようになる学習もあるのでは、と考え
るのは自然なことでしょう。図らずも、自分の身体
で実験する機会がありました。私は学部時代を過ご
した場所とは別の大学院に進学したのですが、大学
院の指導教員から「うちの研究室では学部ゼミの歓
迎会でお好み焼きパーティをやってるんだけど、君
は大学院から来たから今年の歓迎会に参加したらど
うだい」と言われました。「いや自分そういうのい
いッス」と 22 歳の若者が答えられるほどには自由
でなかった昭和が終わって間もない時代、当時の私
は「学習心理学やってるんだから好き嫌いくらい克
服してやんよ」と計画を練りました。
味覚嫌悪学習は、「パブロフのイヌ」で知られる
古典的条件づけ、いわゆる条件反射の一つです。「ベ
ルの音の後にエサが与えられるとベルの音だけで唾


